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研究成果の概要（和文）： 

カトリック教会の見解によれば、教会の交わりと一致の要としての「普遍教会」という

概念が立てられる一方、実際に宣教を行うための「地方教会」が存在するという。地方教

会は、普遍教会の理念を内在させつつ、宣教地における固有の伝統や文化を反映させた宗

教活動を行っているのである。このようにカトリック教会は、普遍的な宗教として伝播を

遂げていく過程で、不可避的にローカル化した諸要素を採り込むことになる。いわば「グ

ローカリゼーション」という現象は、宗教の拡大と表裏一体のものと捉えることができる。 

本研究は、宗教の「グローカリゼーション」の具体的対象地域として、ヒンドゥー教が

圧倒的に優勢な環境にあるインドを取り上げ、そこにおけるキリスト教側の適応・対処と

それに必然的に伴うキリスト教の変容の諸相について、主として宗教儀礼の方面から実証

的に解明するものである。 

  
研究成果の概要（英文）： 
 The theology of the Catholic Church has insisted that it is one single reality but 
represented by two inseparable and complementary dimensions – the Universal Church and 
the Local Churches. The Universal Church, transcends immediate cultural and spatial 
realities. So, the Universal Church symbolizes the unity of all the Catholic Christians 
and of the Local Churches.  The Local Church concretizes culturally and historically in 
time and space the Universal Church. Both the Universal and the Local Churches pursue 
the social and religious mission as commanded by Christ. The two-dimensional aspects of 
the neologism ‘Glocalization’could be appropriately used to this discussion. This study 
focuses on India, and seeks to understand how a Local Church, in a concrete locus, 
inculturates itself or adapts culturally to its predominantly Hindu surroundings, 
particularly in the area of religious rituals and practices. 
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１．研究開始当初の背景 

普遍主義を標榜する宗教には、概して理念

的な面と実践的な面という 2 つの側面があり、

それらの間に葛藤や緊張関係が生ずる事例

がしばしば見られる。たとえば、一つの宗教

が異なる文化圏に伝播していく過程(グロー

カリゼーション)には、本来の教義や儀礼が現

地の文化的・社会的文脈に適応するかたちに

変容する現象（ローカル化）が観察されるこ

とがある。その場合に、その宗教が標榜する

普遍主義的理念と地域適応の必要性との間

に葛藤が生じるようになるのである。このよ

うな普遍主義的宗教の地域適応に関わる問

題を「グローカリゼーション」という枠組み

で捉えようとする視座も提起されつつある。

しかしながら、この視点に立った、地域の事

情を踏まえた詳細な研究蓄積は無いに等し

く、具体例による検証を欠いているのが実情

である. 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、宗教が現地適応する現象

を「グローカリゼーション」という概念で捉

え、南インド・カトリック教会の一教区を事

例として、カトリック教会がその普遍性を維

持しながら地域文化を取り入れることで現

地適応するという現象を「インカルチュレー

ション」という概念を援用しながら、宗教の

グローカリゼーションについて考察するも

のである。 

カトリック教会は、教会の交わりと一致の

要としての「普遍教会」という概念が立てら

れる一方で、実際に宣教を行うための「地方

教会」が存在すると主張する。地方教会は、

普遍教会の理念を内在させつつ、宣教地にお

ける固有の伝統や文化を反映させた宗教活

動を行う。本研究は、宗教の「グローカル化」

の具体的対象地域として、ヒンドゥー教が圧

倒的に優勢な環境にあるインドを取り上げ、

そこにおけるキリスト教側の適応・対処とそ

れに必然的に伴うキリスト教の変容の諸相

について、主として宗教儀礼の方面から実証

的に解明するものである。 

 

３．研究の方法 

本研究は、インドのカトリック教会を事例

として、南インド最南端の一教区を取り上げ、

宗教のグローカリゼーションに伴う普遍性の

維持と現地適応の狭間に生起する様々な摩擦

や葛藤を「インカルチュレーション」という

概念も援用しつつ調査・分析するものである。

教会の公的主張・宣教政策と個別地域の実態

とを比較対照し、両面からの詳細な考察が加

えられることになる。 

本研究は、（A）宣教政策およびローカル化

に対するカトリック教会側の公的見解を文

献資料に基づいて整理すること、（B）インド

で実践されるカトリック教会の宗教儀礼の

事細かな実例を最大限収集すること、という

２つの基礎作業に万全を期すことが研究目

標達成の基本要件となる。どちらか一方が不

全では研究全体は体をなさない。 

研究方法として、調査地である南インドの

教区で見られる宗教儀礼を集中的に調査し、

儀礼の中で維持されているカトリック教会

の定める必要儀礼と関連事項に関するデー

タを収集し、バチカンの公式文書にあるイン

カルチュレーションの記載を参照しながら、

宗教のグローカリゼーションに関する分析

を行う。現地調査で得られた知見を利用して、



宗教のグローカリゼーションについてさら

に考察を不可欠な要素および現地的な要素

を具体的に検証する。 

 

４．研究成果 

研究代表者は、研究課題を追究するために

インドに渡航し、現地のキリスト教の状況を

参与観察し、それぞれの地域のカトリック教

会の現地でしか入手できない文献を収集し

た。海外調査により、現地でしか入手できな

い貴重な資料を収集することができた。 

これらの資料は、カトリック教会が公式に

出す声明を参照にしながら検証することで、

本研究の課題である宗教の「グローカリゼー

ション」に付随する様々な問題を地域の歴史

や文化的な背景を交えて浮き彫りにするこ

とができた。 

現地のカトリック教会における参与観察

は、各教区で実践される宗教儀礼を具体的に

記録することができ、現地適応された宗教儀

礼を人々がどのように受け入れているのか

を具体的に観察することができた。 

現地調査により、カトリック教会の儀礼が、

現地文化の要素を採り入れ、どのようなかた

ちで挙行されているのかを映像に記録する

ことができた。これにより現地文化の要素が

キリスト教の儀礼に導入される際、キリスト

教の文脈で新たな意味づけを加えられてい

ることが分かった。 
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